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電力供給と再生可能
エネルギーの普及

　
次
の
五
十
年
ほ
ど
を
考
え
て
み
る
と
、
一
番
大
き
な
課
題
は
日
本
の

人
口
が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
の
課
題
は
色
々
あ
ろ
う

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
特
に
、
後
者
は
日
本
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
て
、
世
界
で
今
後
最

も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
現
実
に
は
、
東
日
本
大
震
災・

津
波
及
び
そ
れ
に
伴
う
原
子
炉
の
水
素
爆
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
の

原
子
力
発
電
所
で
の
発
電
が
止
ま
り
、
火
力
発
電
所
で
の
発
電
量
が
急

増
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
燃
料
輸
入
代
金
が
大
き
く
な
り
、
貿
易

収
支
が
赤
字
に
な
る
と
同
時
に
電
気
料
金
が
上
が
り
始
め
て
い
る
。
し

か
し
、
米
国
で
非
従
来
型
の
資
源
で
あ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
タ
イ
ト
オ

イ
ル
の
生
産
に
よ
っ
て
天
然
ガ
ス
価
格
は
逆
に
下
落
し
て
い
る
の
で
、

日
本
の
燃
料
費
の
支
払
い
の
急
増
は
単
に
原
子
力
発
電
所
の
停
止
だ
け

で
は
な
く
て
、
日
本
固
有
の
契
約
上
の
問
題
も
絡
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

世
界
の
発
展
途
上
国
で
は
電
力
供
給
が
常
に
不
足
し
て
い
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
後
の
世
界
規
模
の
経
済
発
展
を
考
え
る
と
、

電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
上
手
く
行
う
こ
と
が
戦
争
を
回
避
し
、
人

類
全
体
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
蓋
然
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

　
エ
ジ
ソ
ン
が
電
力
会
社
を
興
し
て
か
ら
百
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

が
、
そ
の
間
に
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
電
力
の
割
合
は
上
昇
を
続

け
、
日
本
で
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
し
、
世
界
的
に
は
二
〇
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
今
後
五
十
年
間
続
く
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
自
動
車
の
電
気
化
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
電
気
自
動
車
、
燃

料
電
池
車
な
ど
）
は
今
後
も
進
む
で
あ
ろ
う
し
、家
庭
や
工
場
、オ
フ
ィ

ス
で
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
な
ど
の
普
及
は
電
力
の
割
合
を
増
や
す
で
あ
ろ

う
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
電
力
へ
の
大
規
模
な
投

資
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に
も
五
十
年
以
上
長
く
続
く
で
あ
ろ

う
。
こ
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
前
に
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界

で
稼
動
す
る
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
数
は
二
千
基
を
超
す
と
思
わ
れ

て
い
た
。
現
状
が
四
百
五
十
基
程
度
で
あ
る
た
め
、
原
子
力
は
大
き
な
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191 電力供給と再生可能エネルギーの普及

成
長
が
期
待
で
き
る
分
野
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
筆
者
は
民
間
電
機
会
社
に
勤
め
て
い
た
と
き
に
、
一
九
四
五

年
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
か
ら
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油

シ
ョ
ッ
ク
ま
で
に
日
本
の
民
間
設
備
投
資
の
半
分
が
電
力
投
資
で
あ
っ

た
と
聞
い
た
。
つ
ま
り
、
戦
後
建
設
さ
れ
た
多
く
の
民
間
工
場
や
道
路
、

鉄
道
な
ど
へ
の
投
資
よ
り
大
き
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

世
界
的
に
も
電
力
投
資
が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
る
と
思
っ
て
い

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
発
展
途
上
国
へ
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
を
目
指
し
て

い
る
が
、
こ
の
意
味
で
主
な
狙
い
は
電
力
投
資
か
と
思
っ
て
見
て
い
る
。

　
以
上
の
状
況
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
を
考
え
て
み

る
。
こ
れ
は
炭
酸
ガ
ス
を
発
生
し
有
限
な
資
源
の
化
石
燃
料
を
必
要
と

し
な
く
、
核
技
術
を
使
わ
な
い
発
電
装
置
と
な
る
た
め
、
現
在
普
及
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
太
陽
電
池(
Ｐ
Ｖ)

で
あ
る
。
日
本
で

の
稼
働
率
は
一
二・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
日
本
の
電
力
消
費
は

一
〇
〇
〇
テ
ラ
ワ
ッ
ト
時
（TW
h

）
程
度
な
の
で
、
全
量
を
Ｐ
Ｖ
で
賄

う
に
は
、

 

と
な
る
。

 

一
方
、
日
本
で
の
電
力
消
費
ピ
ー
ク
は
八
月
上
旬
の
日
中
に
あ
り
、

一
八
〇
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
（GW

）
程
度
で
あ
る
た
め
、
Ｐ
Ｖ
発
電
能
力
は

そ
の
六
倍
以
上
の
値
に
な
る
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｖ
以
外
の
全
て
の
発
電
所

を
止
め
て
も
ま
だ
五
倍
以
上
の
電
力
を
貯
蔵
す
る
か
、
他
に
送
電
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
尚
、
現
在
の
日
本
で
は
揚
水
発
電
所
が
電
力
貯

蔵
を
行
う
施
設
と
し
て
は
最
大
で
有
り
、
二
五
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
程
度
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
く
不
足
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｐ

Ｖ
で
全
て
の
電
力
を
賄
う
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
電
源

と
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
状
況
は
他
の

国
で
も
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
Ｐ
Ｖ
は
電
力
需
要
の
大
き
い
昼
間
に
発

電
す
る
の
で
、
当
面
の
導
入
は
よ
り
良
い
電
源
構
成
に
つ
な
が
る
で
あ

ろ
う
。

　
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米
で
は
長
距
離
送
電
が
直
流
を
利
用
し
て

広
く
用
い
ら
れ
て
い
て
、
電
力
貯
蔵
が
高
価
で
あ
る
の
で
、
長
距
離
送

電
が
整
備
さ
れ
る
と
、
Ｐ
Ｖ
の
導
入
量
が
多
く
な
ろ
う
。
実
際
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
主
に
風
力
発
電
の
出
力
安
定
化
が
他
の
電
源
の
運
転
制
御

及
び
長
距
離
送
電
と
合
わ
せ
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
高
価
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ

て
い
る
。
日
本
の
Ｐ
Ｖ
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
価

格
は
現
在
三
十
二
円
〜
三
十
七
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時（kW

h

）で
あ
る
が
、

こ
れ
は
Ｐ
Ｖ
が
高
価
で
あ
り
、
稼
働
率
が
低
い
た
め
で
あ
る
。
稼
働
率

は
天
候
で
決
ま
る
た
め
、
価
格
を
安
く
す
る
こ
と
が
普
及
の
決
め
手
と

な
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
の
Ｐ
Ｖ
価
格
と
日
本
と
の
価
格
を
比
較
す

る
と
、
最
近
の
五
年
間
程
度
で
は
ド
イ
ツ
で
の
価
格
は
日
本
の
半
分
程

度
で
あ
る
。
家
庭
の
屋
根
な
ど
に
取
り
付
け
る
と
ほ
と
ん
ど
維
持
費
は

掛
か
ら
な
い
の
で
、
半
分
の
価
格
で
購
入
で
き
る
と
す
る
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

価
格
は
半
分
で
済
む
こ
と
に
な
り
、
十
六
円
〜
十
八・五
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
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ト
時
と
な
る
。
こ
の
価
格
は
ド
イ
ツ
で
も
日
本
で
も
電
力
会
社
か
ら
購

入
す
る
電
力
が
二
十
四
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
程
度
で
あ
る
た
め
、
よ
り

安
価
で
あ
る
。
実
際
、
ド
イ
ツ
で
は
家
庭
の
電
気
代
が
膨
ら
ん
で
い
る

が
、
Ｐ
Ｖ
の
普
及
が
現
時
点
で
も
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
電
力
会
社
か

ら
購
入
す
る
よ
り
Ｐ
Ｖ
か
ら
の
電
力
の
方
が
安
価
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。
家
庭
の
屋
根
で
発
電
し
た
電
力
は
自
家
消
費
に
回
さ
れ
、
電
力
網

に
接
続
し
て
販
売
さ
れ
な
い
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、

家
庭
で
利
用
す
る
電
力
で
Ｐ
Ｖ
発
電
で
は
不
足
分
の
み
を
電
力
会
社
か

ら
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
色
々
な
人
に

「
何
故
、
日
本
の
Ｐ
Ｖ
は
高
い
か
？
」
と
聞
い
て
い
る
が
、
ま
だ
納
得
で

き
る
回
答
を
得
た
こ
と
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
も
Ｐ
Ｖ
か
ら
の
電
力
コ
ス
ト
は
他
の
電

源
に
比
べ
て
高
め
で
は
あ
る
が
、
屋
根
で
発
電
し
、
そ
の
家
で
利
用
す

る
こ
と
は
経
済
的
な
合
理
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
高
価
な
電
力
網
を
利

用
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
給
配
電
系
を
利
用
し
て
一
軒
の
家

だ
け
で
は
な
く
小
さ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
Ｐ
Ｖ
で
電
力
を
供
給
す
る
こ

と
は
良
い
答
え
が
あ
る
と
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
が
家
電
製
品
の
よ
う
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し

て
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
価
格
よ
り
も
う
少
し
下
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
家
庭
や
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
電
力
コ
ス
ト
は
十
五
円

／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
割
る
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
実
際
米
国
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
の
発
表
で
は
二
〇
一
三
年
の
電
力
コ
ス
ト
は
十
二
円
／
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
を
割
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
安
価
で
高
性
能
な
シ
ス
テ
ム

が
日
本
で
生
産
で
き
る
と
、
今
後
発
展
が
期
待
で
き
る
ア
フ
リ
カ
な
ど

へ
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
も
迫
力
が
出
て
こ
よ
う
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道

を
見
る
と
、
ケ
ニ
ア
で
は
マ
サ
イ
族
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
携
帯

電
話
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
充
電
電
源
は
Ｐ
Ｖ
で
あ
る
。
こ
れ
は

携
帯
電
話
が
牛
の
放
牧
管
理
に
は
と
て
も
便
利
で
あ
る
こ
と
と
電
力
網

が
整
備
さ
れ
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
や
蛍
光
灯
、
白
熱
灯
な
ど

の
普
及
よ
り
先
に
携
帯
電
話
が
Ｐ
Ｖ
と
一
緒
に
普
及
す
る
の
で
あ
る
。

多
分
、
次
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

機
器
が
普
及
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
発
展
途
上
国
の
方
が
案
外
ス
ム
ー
ズ
に
Ｐ
Ｖ
が
普
及
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

武道体育館建設（平成23年）

50周年後の
発展への礎 ⑧
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